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1988年 2月 27日 書き初め

①名称 ○○○○日本クラブ

｀
 ヽト

②趣旨など

A価値観あるいは日標あるい:ま動機 (過去におけるこれらのものが果して裏
づけのあ

るものだらたか錯覚だつたか:大いに疑間とするが、それは別とし
`て )を 見失いまた

.そ れ故に将来への道筋の構想をもちえなtヽでいる社会、日 (日 本)、
世界について、

何らかの方法でまたはある程度考えたいと思って
いる人は多いにちがいない。

Bし かし組織にいる間は、時間の制約や考えるとしても仕事上の必要
に限られるこ

とになる。 (原子力開発に初期から関係してきた人の中にlま、社会や国
や世界の将来

のあるべき方向にできるだけ合致するよう努力してきたノ
スヽが少なくないだけに、この

ような思いをもつ方も多いにちがいない)。

C上記のようなことに対応して教養講座やOO懇話会やカルチャー
・ヤンタなどが:巳 i監

していることは、その現れであろうが、資格取得等の目的の場合を除
き、このような

のものの効月は 1襲 られてい る。

D人は組織から離れた時、上記のようなことを考えたいと思い、あとの人が考
えるため

に役立てたtヽ と思って自分の経験を書き残し、あるいは若い人に諌言したり今
の風潮

に悲憤こう慨したりする。しかし、独 りで読書検索 し
ときには講演会などに出掛ける

としても、得られる情報は限られ、何よりも大切な膚で感じ
とること、コミュニケー

ションで得られる情報はきわめて少なくなるも (こ の
ことが人を老いさせる最大の要

因にもなりうるのではなかろうか)

E一方、定年などで組織をはなれてみて最も困ることは、まず毎 日
をどう過ごすかであ

るといわれている。趣味や勉強ではつきりした日標を持っ
ている人でも、体力維持や

規則正しい生活を自らの意志で続ける事はよほ
ど精神力の強いブ、でも容易ではなく家

族の生活との調和など、たいへんな努力を要するで
あろう。人は所詮、組織などによ

1る
外部からの枠組なくしては己れを持するは至難

の業。例えばお金を稼がねばならな

ぃ、ということも一つの枠組、そういう条件下にある人
は幸せ、ともいえるかもしれ

ない。近頃お金 lま何とかなる (年金などで)仕事がしたいという人
にしばしば出会う。

「衣食足りて惑うjと いうのが、 7割が中流意識の日本ノ、の平均像
といえる現代にお

ぃて、戦中戦後を国のため家族のため社会のためと、必死
に真剣に生き抜いてきた、

今定年を迎える世代 ;こ′取って、この事態はた
いへん深ガなことにちがいない。
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Fこのような状況の中で行われていうことヽ そ
れは窓際や子会社への移転、天下り、

顧間。相談役への就任等 、々収入や対面
の維持の意味はあつても、多くの場合それ以

上の
｀
ものではないように思われる。もちろんそ

のような扱いを受ける人は幸せに違い

ないが、それで果してあと-20年もあるそ
の人の人生の可能性を引き出す

ことができ

るが、その人に真の生き甲斐を感じ
させているだろうか。第一そのような位置

にいる

人に対しては真剣な期待はかけ
られている場合は少ない tノ 、直言し

てくれる人もあま

りなく、多くは敬して遠ざけやれている
というのが実態ではなかろうか。

G人 は元来、その行動の枠組にコ、ツトし (自分が選
んだという)責任や同感を持つ

度合 tヽ が強いほど、生き生き
と能力を発揮する。自分が属す

る枠組や組織に負い目や

優越感を持つとき、行動や努力
には無意識に限界と歪みが含まれ

る。動物と,ち がい人

間は折角その枠組 (環境)を選′ゞ能力
をあたえられているというのに

・・・。

以上のような問題の指摘は、私
も含め決して他人事ではないと思

いながら書いたことであ

るが、その中には生と死の問題を
はじめ人生の基本問題の多くを包含

している。これに真

にチヤレンジしようとするならば、
一うの宗教や主義を興こすほどの大事業

に
奮
るのであ

ろうが、私がいま提案しようとしノ

`)｀

やことはヽ そ
んなおおそれた事ではなく、(参加す

る人が)上記のような事について何かのきつ
かけや緩和やヒントをうる場を創

つたらいか

がであろうか、ということである。

とぃうのが、この提案であるが、
「着

その結果、従来全くなからた度
の新し

それをいささか風変わりなア
プローチで着手しよう

手」だけで終わつても十分意味
があると考えるし、

い集団 (最低限の共通性をもつ人の集まり
という意味で「集合」というべきか)が生まれ

れば、そこから何かが芽づくかもしれな
いと思っている。
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